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　高瀬渓谷に連なる3つのダムをめぐり、私たちの暮らしや安全を守るダムの役
割に対する理解をより深めるとともに、これからの時代に向けダムと水源地を
どのように活かしていくか考えてもらう契機とする。

主 催：国土交通省大町ダム管理所
協 力：(公財）大町エネルギー博物館、東京電力ホールディングス(株)、
　　　　すいりゅう・いきいきネットワーク
後 援：（一社）北陸地域づくり協会

日 時：平成29年10月21日（土） 9:30～16：00
　　　　　（当初予定の8月8日（火）が台風により延期）

行 程：
　9：30～9：45　出発の会・流域学習
　10：00～12：30　大町ダム（情報館、監査廊等）～七倉ダム
　12：50～16：00　高瀬ダム～新高瀬川発電所
　　　　　　　　　　　　　～大町エネルギー博物館（プラネタリウム鑑賞）

参加者：一般公募15名（小学生以上）
　　　　　（当初予定40名が台風による延期で減）
　　　　　参加費無料

　平成28年に大町ダム完成30周年の記念に開催した本事業が好評を博したた
め、独立した催事となったものである。
　ダムの役割についてあらためて理解を深めるとともに、ダム周辺の自然環境の
素晴らしさと電源開発等を通じた「人の営み」の歴史を知る、そして、これからの
地域づくりにダムをどう活かしていくか考える契機となった。

平成29年度　事 業 実 施 報 告 書

事業名
（個別メニュー）

高瀬渓谷夏の３ダムめぐり 事業経緯 新　規 実施体制 後　援 担当所属 長野支所

一般社団法人 北陸地域づくり協会


